
静
岡
。
二
之
宮
遺
跡

ｌ

所
在
地
　
　
　
静
岡
県
磐
田
市
二
之
宮

２

調
査
期
間
　
　
一
九
七
八
年

（昭
５３
）
九
月
？
七
九
年

３

調
査
機
関
　
　
磐
田
市
教
育
委
員
会

４

調
査
担
当
者
　
平
野
和
男

・
中
嶋
郁
夫

・
山
崎
亮
己

５

遺
跡
の
種
類
　
不
明

６

遺
跡
の
時
代
　
弥
生
時
代
を
奈
良
時
代

７

木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
調
査
は
、
市
街
地
を
流
れ
る
久
保
川
の
激
甚
災
害
特
別
対
策
事
業
に
伴
う

緊
急
調
査
で
あ
る
。
調
査
は
昭
和
五
三
年
九
月
ょ
り
五
四
年

一
一
月
ま
で
の
二

ケ
年
継
続
事
業
で
現
在
も
調
査
中
で
あ
る
。
発
掘
調
査
は
静
岡
県
袋
井
土
木
事

務
所
の
委
託
事
業
と
し
て
磐
田
市
教
育
委
員
会
が
主
催
し
、
平
野

。
中
嶋

・
山

崎
が
担
当
し
た
。

本
遺
跡
は
、
磐
田
原
台
地
南
端
部
を
占
め
る
、
二
之
宮

・
御
殿
地
内
に
存
在

が
推
定
さ
れ
て
い
た
が
、
本
調
査
ま
で
は
時
代
や
規
模
に
つ
い
て
は
未
確
認
で

あ
っ
た
。
今
回
の
調
査
は
、
東
海
道
本
線
磐
田
駅
の
約
五
〇
〇
ｍ
南
に
建
設
さ

れ
て
い
る
新
幹
線
の
南
に
沿
っ
て
西
か
ら
東
に
流
れ
る
久
保
川
南
岸
を
幅
平
均

一
〇
ｍ
、
長
さ
約
二
〇
〇

ｍ
の
地
域
を
対
象
と
し
た
。

調
査
区
は
久
保
川
に
架

っ
て
い
る
橋
で
区
分
し
、
小
字
名
を
附
し
て
、
東
か

ら
、
中
瀬
区
、
中
央
区
、
折
戸
区
、
仙
水
区
と
呼
称
す
る
。
発
掘
作
業
は
工
事

計
画
上
、
中
央
区
よ
り
始
め
た
。
各
区
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

中
央
区
　
本
区
の
東
端

・
中
央
橋
附
近
に
小
規
模
な
開
折
谷
が
入
り
込
ん
で

い
る
が
、
全
体
的
に
は
西
方
、
折
戸
橋
に
か
け
て
地
山
の
洪
積
層
が
高
く
な
っ

て
い
る
。
こ
の
地
山
の
高
い
部
分
に
、
奈
良
時
代
の
溝
状
遺
構
四
条
と
多
数
の

上
壌
群
が
発
据
さ
れ
た
ほ
か
、
貝
塚
が
二
個
所
発
見
さ
れ
た
。
本
区
の
出
土
品

は
、
少
量
の
弥
生
式
上
器
片

。
若
子
の
中
世
陶
器
片
の
ほ
か
は
、
古
墳
時
代
後

期
か
ら
奈
良
時
代
の
須
恵
器
が
多
量
に
出
上
し
た
。
な
お
、
奈
良
時
代
須
恵
器

に
は
数
点
の
墨
書
土
器
片
が
発
見
さ
れ
た
。

木
器
は
建
材
を
始
め
織
機
、
農
具
等
、
加
工
さ
れ
た
木
片
が
多
く
発
擢
さ
れ

た
。
特
に
貝
塚
附
近
か
ら
木
簡
全
号
）
と
自
然
木
の
一
面
を
削
り
経
文
を
墨
書

し
た
文
亀
二
年
の
年
号
入
り
の
塔
婆

一
点
が
出
土
し
た
。

折
戸
区
　
本
区
東
端
部
の
折
戸
橋
附
近
を
頂
点
と
し
て
地
山
は
西
側
に
あ
る

大
規
模
な
開
折
谷
に
向

っ
て
西
に
傾
斜
し
て
い
る
。
遺
構
は
地
山
の
高
い
部
分

に
土
城
群
と
溝
状
遺
構
が
発
掘
さ
れ
た
。
遺
物
は
、
古
墳
時
代
後
期
か
ら
奈
良

時
代
の
須
恵
器
が
主
体
で
少
量
の
弥
生
式
上
器
片
が
混
在
し
て
い
る
。
加
工
木

材
が
多
数
出
上
し
た
、
本
区
か
ら
木
簡
全
〒
四
・
五
号
）
と
墨
書
土
器
片
が
数
点

出
土
し
て
い
る
。

中
瀬
区
　
中
央
橋
よ
り
東
に
山
足
の
伸
び
た
地
域
が
あ
り
、
地
山
は
全
体
的

に
ゆ
る
く
東
に
傾
斜
し
な
が
ら
東
の
開
折
谷
へ
向

っ
て
い
る
中
央
橋
か
ら
約
二

〇
ｍ
ほ
ど
東
に
よ
っ
た
地
点
か
ら
谷
に
急
傾
斜
し
て
い
る
。
中
瀬
地
区
は
、
弥

生
後
期
の
上
器
が
完
形
品
を
含
み
多
数
出
土
し
、
古
墳
時
代
以
後
の
出
土
品
は

少
量
で
あ
る
。
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遺
構
と
し
て
は
弥
生
期
の
柱
穴
群
、
土
崚
群
、
溝
状
遺
構
が
数
多
く
発
掘
さ

れ
た
。
柱
穴
に
は
底
部
に
礎
板
を
使

っ
た
も
の
、
柱
根
が
残
存
し
て
い
る
も
の

が
か
な
り
発
見
さ
れ
た
。
溝
に
沿

っ
て
長
い
杭
列
が
あ
り
梁
状
遺
構
と
推
考
さ

れ
る
部
分
や
池
が
作
ら
れ
、
導
水
の
た
め
木
樋
が
設
置
さ
れ
て
い
た
点
が
特
に

注
目
さ
れ
た
。
東
端
の
急
斜
面
に
は
小
礫
が
密
集
し
敷
石
状
遺
構
が
発
見
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
部
分
か
ら
は
奈
良
時
代
須
恵
器
類
と
と
も
に
木
簡

一
点

全
一号
）

が
出
土
し
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
中
央
橋
を
境
と
し
て
東
側
に
は
弥
生
時
代
、
西
は
古
墳
後

期
か
ら
奈
良
時
代
の
遺
跡
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。

な
お
本
調
査
は
現
在
も
継
続
中
で
あ
り
、
資
料
の
整
理

・
検
討
が
充
分
で
な

い
の
で
木
簡
に
つ
い
て
は
釈
文
の
紹
介
に
と
ど
め
精
細
に
つ
い
て
は
報
告
書
に

ゆ
ず
り
た
い
。

８

木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
「
大
郷
　
小
長
谷
部
宮
□
　
」
　
　
　
　
　
　
　
　
μ６∞×
∞中益

留
μ

②
　
「□
束
郷
戸
主
文
委
部
麻
□
　
　
　
　
　
　
　
　
（憲
）×
〕Φ溢

Ｐ
Φ

Ｏ
　
「
豊
国
郷
戸
主
小
長
谷
部
色
万
呂
戸
小
長
×
　

　

（μじ
×
嗚μと

寓
μ

い
　
「久
米
郷
　
□
□
□
□
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（屋
）×
岸∞溢

自
岸

木
簡
解
読
に
つ
い
て
は
平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部
史
料
室
に
お
願
し
た
も

の
で

あ
る
。

（平
野
和
男

・
中
嶋
郁
夫

・
山
崎
克
己
）

l 仙水区
2 折戸区
3 中央区
4 中瀬区

木 簡 111土 地 点 図


